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おはようございます。 

 本日、平成２９年第４回西之表市議会定例会を招集いたしました

ところ、議員各位には御出席をいただき、まことにありがとうござ

います。 

時間の経過はほんとうに早く、もう師走を迎えようとしています。

市長就任後はあわただしく過ごしてまいりましたが、その中にも充

実した時間を過ごしてきたようにも感じています。 

 年末も近付き、国の方では経済財政諮問会議での、予算編成に関

する地方の基金残高をめぐる財務大臣と総務大臣との攻防や、地方

消費税の配分見直しに関する議論がなされるなど、来年度を見据え

た動きが活発になってきました。 

 毎年、クリスマス前後に来年度予算政府案や税制改正大綱が閣議

決定されますので、我々としても離島振興協議会など全国組織の力

もかりながら、地方や離島の声を中央の施策や予算に反映させる努

力をしていきたいと考えております。 

それでは、議案説明に先立ちまして、産業や地域の状況、市政を

とりまく課題などについて触れたいと思います。 

まず、1次産業を中心とした産業の状況についてです。 
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農業においては、秋から春にかけて、本格的な収穫の時期を迎え

るわけですが、基幹作物でありますサトウキビは、予定では、来月

１５日に工場搬入が開始され、明けて４月９日で搬入終了となりま

す。本年は相次ぐ台風の影響を受け、反収５，０５０キログラムを

見込みまして史上２番目に低い状況で、ブリックスの値も低く、農

家の皆さんにとっては大変厳しい年となりそうです。 

 また、１０月１５日より操業開始、本日終了予定の澱粉原料用サ

ツマイモについても、予想反収が約５５俵で前年同様減収となる見

込みであり、安納イモを主とする青果用サツマイモについても、出

荷途中ではありますが、平年を下回る予測がなされているところで

す。 

 特にサトウキビについては、市といたしましても、関係機関、生

産者とともに早急な立て直しを図るため、サトウキビ増産基金事業

を活用しまして、新植のための種苗代助成などを行い、次年度を見

据えた面積・生産量確保に努めたいと考えています。 

畜産につきましては、依然として好調な取引となっております。

嬉しい話題として、９月に開催されました全国和牛能力共進会にお

いて、鹿児島黒牛が日本一の栄冠に輝きました。今後の本県及び本
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市畜産業界の更なる発展が期待されます。有害鳥獣のシカ対策につ

いては、被害防止柵の整備や有害捕獲の更なる推進を図ります。有

害捕獲については１０月末現在で１,６４６頭の実績となりました。 

林業につきましては、チップ事業が順調に進んでおり、昨年度を

上回るペースでの出荷が続いております。 

水産業につきましては、トコブシの種子島漁協における水揚げ量

は量、金額とも前年を下回っております。藻場の減少や馬毛島での

不漁などが要因として挙げられますが、資源回復に向けた対策が急

務であると思われます。一方、水イカについては、昨年度の倍以上

の水揚げがあるなど魚種によっては回復がみられた面もありました。 

次に一連の行事関係についてであります。 

１０月８日には、第５５回市民体育祭が、晴天の下、にぎやかに開

催されました。１１月４、５両日には、プロバスケットボールチー

ムの公式戦が、市民体育館で行われ、子どもたちにプロのスピード

や技、迫力を堪能してもらいました。また、１１月１９日には、第

４６回市内一周駅伝競走大会を、各校区、地域の方々のご協力によ

り、事故等もなく無事に開催することができました。 

 文化関係では、１１月４日、５日の両日、市民会館を中心に第４
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６回市民文化祭が開催され、数多くの団体に日頃の活動成果を発表

していただきました。本年は、長浜市・西之表市との友好都市３０

周年記念として、滋賀県選択無形民俗文化財「人形浄瑠璃 冨田人

形（とんだ にんぎょう）」の公演もあり、文化祭に、はなを添えて

いただきました。１１月１９日には、熊本県（芦北町）で開催され

ました九州地区民俗芸能大会に、市指定無形民俗文化財「ヨンシー

踊り」が鹿児島県代表として出場しました。 

 １０月１４日（土）には、長浜市の商店街（曳山博物館前）にお

いて、友好都市３０周年を記念する物産展を開催しました。当日は、

種子島産安納芋の焼き芋など、特産品を販売し、種子島の宣伝に努

めてきたところです。 

８月５日（土）から１１月１２日（日）までの１００日間にわた

り、島内において宇宙芸術祭が開催されました。本市においては、

商店街における「まちかどキャラリー」、市民が先生となった「種子

島大学」、１年後の自分に手紙を出す「未来郵便局」などが行われま

した。 

１１月１５日（水）から１１月２１日（火）まで、東京都庁（本

庁舎２階全国観光ＰＲコーナー）において、種子島観光物産展を開
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催しました。今回のイベントについては、初めての企画で、市役所

のほか、種子島観光協会、西之表市商工会、種子島特産品協会、種

子屋久農協、種子島漁協など各団体関係者も参加し、ロケット・鉄

砲伝来・アニメなど種子島の観光紹介や安納いもなど特産品の販売

を行いました 

各地域の状況にも触れておきたいと思います。 

種子島では秋から初冬にかけて、各地域で運動会や敬老会、願成就

が行われます。今年も、多くの地域で、地元の皆様が集まり、にぎ

やかな行事が執り行われました。私もいくつかの集落の行事等に参

加いたしましたが、それぞれの地域での文化や伝統がしっかりと引

き継がれていることを心強く思ったところであります。 

地域の新たな取り組みについても、ご紹介したいと思います。 

本市で一番人口の少ない中割校区において、廃校となった旧鴻峰小

学校を交流拠点施設として整備し、１０月１日に開所式を執り行っ

たところであります。今後、地域活動の拠点の場として活用してい

ただき、地域の活性化につながることを期待するものであります。 
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次に馬毛島についてです。 

 本年 7月 7日、8年ぶりに馬毛島に上陸し、旧学校跡地の状況確認

と応急的な補修を行ったところですが、第２回目を１２月に予定し

ております。 

 今回は、学校施設の利活用のための測量や周辺整備を行います。 

 また、庁内において検討を進めてきました「利活用案」について

年内での取りまとめに向けて、作業を進めてまいります。 

 今回の議会においては、次年度からの市政の指針となる第 6 次長

期振興計画も議案として提出させていただいております。 

 ５月以降非常にタイトな中での作成となりましたが、校区での意

見交換会やアンケート調査、高校生との意見交換などを経て、各機

関の代表からなる振興計画審議会及び各部門からお願いした市民の

方々からなる市民委員会等で精力的にご検討をいただき、パブリッ

クコメントでの市民の皆さんのご意見も踏まえた中で策定をしてま

いりました。 

 これを基本として、市政を進めていくこととなりますので、十分

なご審議をよろしくお願いします。 

それでは、本定例会に提案いたしました議案について御説明いたし
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ます。 

 本定例議会に提案いたしました議案は、教育委員会委員の任命な

ど人事議案３件、部設置条例の制定など条例制定議案２件、第６次

長期振興計画の策定についての計画議案１件、市道認定議案１件、

字の区域変更議案１件、権利の放棄議案１件、公の施設の指定管理

者の指定議案３件、西之表市一般会計補正予算など予算関係議案５

件の合計１７件であります。 

 主な議案について説明いたします。 

議案７０号から議案７２号に関しましては、教育委員会委員及び固

定資産評価員の人事議案でありまして、それぞれ関係法令に基づき

議会の同意を得て任命及び選任するものであります。 

議案７３号は西之表市部設置条例の制定についてであります。機構

改革に伴い、組織内の連携及び政策遂行能力の強化のため新たに部

制を導入しようとするものであります。 

議案７４号は、機構改革に伴い関係条例を整理しようとするもので

あります。 

議案７５号は、平成３０年度から平成３７年度までの８年間の第６

次長期振興計画を策定しようとするものであります。 
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議案７６号は、道路法の規定により市道認定をしようとするもの、

議案７７号は、地方自治法の規定による字の区域の変更、議案７８

号は地方自治法の規定による権利放棄の議案であります。 

議案７９号から議案８１号は、公の施設の指定管理者の指定議案で

ありまして、老人福祉センターや、かもめ児童館、美浜児童センタ

ー、種子島家住宅に関してそれぞれ指定管理者を指定しようとする

ものであります。 

議案第８２号から第８６号は、平成２９年度西之表市一般会計及び

特別会計並びに水道事業会計の補正予算です。 

議案第８２号は、平成２９年度西之表市一般会計補正予算（第５

号）であります。歳入歳出予算の総額に八億六千三百五十八万七千

円を追加し、予算総額を百十三億二千五百二十万円とするものです。 

 本予算の主なものについてご説明いたします。 

 まず、防災行政無線のデジタル化について、老朽化等のため早急

な整備が必要なため、次年度当初よりの工事実施が可能となるよう、

今回八億二千百十六万五千円を計上し、年度内に業者選定を行って、

３月議会において議会承認を得ることを目指しています。これに伴

いまして、歳入では、過疎債八億二千百十万円を市債として計上し
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ております。 

 次に、ふるさと応援寄附基金の増額が見込まれるため、財産管理

費のふるさと応援寄附基金に三千万円を追加計上するとともに、こ

れに伴う返礼品を含む地域振興費の委託料について、千四百三十五

万八千円を計上いたしております。 

 また、有人国境関連で雇用機会拡充事業について１件取り下げが

あったため、千二百万円を減額しております。 

なお、人事院勧告に関連し国の動向を見ながら追加議案を予定して

いますのでご了解ください。 

以上、本議会の議案について議員各位の御審議をお願い申し上げ、

提案理由の説明といたします。 

ありがとうございました。 

 

平成２９年１１月３０日 

 

西之表市長 八板 俊輔   



 


